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　【目的】日常食と儀礼・行事食、季節、地域、階層などにより異なる近代・近世の食事内

容は少しずつ明らかにされているものの、同一地域、同一階層において、日常や行事・儀

ﾈしなどを含めた日々のくらしにおける食事構造の全体を把握することは史料の制約があっ

てか明らかにされることが少ない。本発表では、信濃松代藩御用商人八田家に残された食

事記録が、１０ヶ月間の行事食などを含めた毎日の食事記録であることに注目し、すでに

報告した日常食に加え、行事・儀礼食の食事構造の特徴を明らかにするとともに、既報告

の際には明確にできなかった史料の位置づけを明確にしたい。

　【方法】松代藩御用商人八田家に残された寛政12 （18 0 0）年1 1月から享和元（1

801）年8月までの「御膳日記」を中心に、真田家の「家老日記」「江戸御目付日記」

　「御膳番日記」「御側御納戸日記」などを用いた。

　【結果】「御膳日記」は、御用商人の家に残されていたものの、その内容を松代藩真田家

の史料と比較してみると、寛政１０年に藩主を退任した江戸中屋敷における真田幸弘とそ

の夫人への食事記録であることが明らかとなった。また、１０ヶ月2 9 4日、8 8 2回分

の食事記録のうち、9 2%はいわゆる日常食と思われる食事献立で特別な食事献立の比率

はきわめて少ない。残る食事記録は、煤払い、年忘御祝、正月、七草、３月、５月、７月

の節句、８月の月見など行事食、誕生日、来客、上屋敷や菩提寺への外出先での食事が主

なものであり、行事食のうち、正月の食事は規式に従った式三献、本膳が供され、日常の

来客には、日常の献立に加えて酒肴が供されていた。

2Ea-4 黄表紙にみる外食文化
東京家政学院大･院 山本聖子

l研究目的］安永4（17 7 5）年～文化3 （1自0 6）年の32年の間に、2000作品以上

の黄表紙という江戸の文学作品が出版された。黄表紙には、江戸における食文化に関する

記述が、絵にも文章にも多く取り上げられている。黄表紙は、江戸を中心とした当時の庶

民の生活文化を知る貴重な資料であると考え、黄表紙と江戸の食文化について調査をおこ

なった。黄表紙と食の関係について扱った研究は、管見の限りいずれも黄表紙のごく一部

分について述べたものであった。そこで、本研究では黄表紙全体の食の傾向をつかみ、黄

表紙における食の特徴を明らかにしたいと考えた。

［研究方法1東京都立中央図書館加賀文庫に所蔵されている黄表紙、1197作品中、食を表

題とした42作品と、すでに翻刻されている作品を合わせ134作品について調査を行った。

［結果･考察1黄表紙作品中の食の記述について、茶屋の記述が多く見られた。また、当時

流行したと思われる蕎麦・蕎麦屋・蒲焼店・天ぷら屋・茶漬屋・即席料理店などの記述が

みられた。食品では、山の芋と鰻、芋と蛸など僅諺と精力剤的意味、男女の色事を暗示さ

せる内容とをかけ合わせたものも多くみられた。今回調査した黄表紙作品中の食の特徴と

しては、日常の食を取り上げるというより、外での食事を中心とした記述が多かった。ま

た、店名などが実名で取り上げられていることから、黄表紙がグルメ案内的な役割をにな

っていた、と思われる。
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